
令和7（2025）年8月4日発行

私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

公益社団法人鳥取県老人クラブ連合会公益社団法人鳥取県老人クラブ連合会　鳥取市伏野 1729 番地５　県立福祉人材研修センター内　TEL 0857-59-6351　鳥取市伏野 1729 番地５　県立福祉人材研修センター内　TEL 0857-59-6351
編集・制作：株式会社ニチコミ編集・制作：株式会社ニチコミ　　　　神戸市中央区栄町通 1-2-7 大同生命神戸ビル 7 階　　　   TEL 078-333-1106　　　　神戸市中央区栄町通 1-2-7 大同生命神戸ビル 7 階　　　   TEL 078-333-1106

第 44 号第 44 号
8 月8 月

目  次

■ 市町村老人クラブ連合会  新会長紹介 �  2
■ 市町村老人クラブ連合会  会長紹介 �  3
■ 役員・委員名簿 �  4
■ 「とっとり方式認知症予防プログラム」普及啓発事業 � 5
■ 令和7年度今後の事業計画 �  6〜8

■ 令和7年度行事予定表� 9
■ 各種事業報告 �  10
■ 市町村老連活動報告 �  11
■ ねんりんフェスタ/編集後記 �  12



（2）わかとりクラブ鳥取

私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

市町村老人クラブ連合会  新会長紹介

鳥取市老人クラブ連合会

　会長　森本　博美

　地域活動で、優先されるべき課題は、
「災害対策」「認知症予防」です。
　地震等災害時の安否確認、避難支援、
避難所運営等、また、認知症・フレイル
予防の地域交流等、いずれも老人クラ
ブとその連合組織が、重要な役割を担
う必要があります。町内、地区での取り
組みは個別的ですが、単位会・地区会
等の皆様方と協力して、高齢者の安全・
安心、健康の維持・増進を図ることに、
重点的に注力したいと思います。

高齢者が住みよいまちを目指して

伯耆町老人クラブ連合会

　会長　光木　勝利

　令和７年度、連合会会長を拝命いたしました。
私のような者に務まるか不安もございますが、副
会長の山田通さん・山口代子さん、若手委員長
の一橋信介さん、女性委員長の長武豊美さんら
の力強い支えを得て、全力で取り組む覚悟です。
現在、会員数は1,282 人、クラブ数は 35 と若
干の増加が見られますが、集落の消滅や新クラ
ブの誕生により、連絡体制の整備が課題です。「楽
しくなければ続かない」を信条に、明るく楽しい
活動を皆さんと共に実行していきたいと考えて
います。ご協力をよろしくお願いいたします。

「楽しくなければ続かない」を胸に

智頭町老人クラブ連合会

　会長　小林　憲一

　智頭町では、旧小学校区の老人クラブの持ち回
りで、連合会の会長が回ってきます。本年度から
二年間、智頭地区の会長と併せ連合会の会長を受
ける事になりました。私は、老人クラブに加入して
まだ短いですが、経験豊富な会員と共に楽しくお
しゃべりしながらの活動は、老人クラブが抱えて
いる課題の克服と、人口減に喘ぐ町に対し、まさ
に輝きを与える活動であると思います。一人でも多
く自分の居場所がある老人クラブを目指し、楽しく
仲間づくりが出来る活動をしていきたいと思いま
す。昔、ワイワイ活動した青年団活動みたいに …

楽しく仲間づくりを

江府町老人クラブ連合会

会長　前川　仁三夫

　私は 11 年前に妻の故郷に移住して
きました。そしてクラブに参加させて
いただき楽しく暮らしています。単位
クラブはこれまで集落中心で組織され
ていましたが、新しい取り組みとして、
単位クラブの無い集落の人々が個人で
参加できるクラブを 2 年前に作りまし
た。これは高齢者が増えているにもか
かわらず加入者が減少していることに
対する対策の一つです。

新会長就任にあたって

日吉津村老人クラブ連合会

　会長　松田　悦郎

　近年、高齢化が進む中、定年の延長
や地域で受け継がれた行事が減少する
など、老人クラブを取り巻く社会的環
境が変化している状況です。
　そのことは組織活動の基盤である「会
員減少」「世話役不足」など組織そのも
のの存亡に関わる状況であります。
　これらのことを念頭に置き、役員一
同、日吉津村老人クラブ連合会の発展
に尽くしていきたいと考えます。

組織基盤を大切に

今年度より就任された
会長の皆さんを
ご紹介します
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私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

市町村老人クラブ連合会  会長紹介

若桜町老人クラブ連合会若桜町老人クラブ連合会

　会長　　会長　山本 賢二山本 賢二
八頭町老人クラブ連合会八頭町老人クラブ連合会

　会長　　会長　岡森　裕岡森　裕
岩美町老人クラブ連合会岩美町老人クラブ連合会

会長　会長　中澤 博之中澤 博之

三朝町老人クラブ連合会三朝町老人クラブ連合会

会長　会長　田栗 幸人田栗 幸人
湯梨浜町高齢者クラブ連合会湯梨浜町高齢者クラブ連合会

会長　会長　水野　彰水野　彰
倉吉市老人クラブ連合会倉吉市老人クラブ連合会

　会長　　会長　山口 博敬山口 博敬

米子市老人クラブ連合会米子市老人クラブ連合会

会長　会長　木村 定雄木村 定雄
琴浦町高齢者クラブ連合会琴浦町高齢者クラブ連合会

会長　会長　榎田 勝充榎田 勝充
北栄町老人クラブ連合会北栄町老人クラブ連合会

会長　会長　𠮷田 康博𠮷田 康博

大山町老人クラブ連合会大山町老人クラブ連合会
会長　会長　清見 久夫清見 久夫

南部町老人クラブ連合会南部町老人クラブ連合会
会長　会長　庄倉 三保子庄倉 三保子

境港市ことぶきクラブ連合会境港市ことぶきクラブ連合会
会長　会長　川口 昭一川口 昭一

日南町老人クラブ連合会日南町老人クラブ連合会
会長　会長　大塚 武史大塚 武史

日野町老人クラブ連合会日野町老人クラブ連合会
会長　会長　勝瀬 節雄勝瀬 節雄

ともに支え合い
クラブ活性化
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私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

広報委員会名簿

県老連
理事

◎ 川口　昭一 境港市ことぶきクラブ連合会
山根　正輝 鳥取市老人クラブ連合会
田栗　幸人 三朝町老人クラブ連合会

市町村
老連

◯ 庄倉　三保子 南部町老人クラブ連合会
池澤　数昭 鳥取市老人クラブ連合会
𠮷田　康博 北栄町老人クラブ連合会

女性委員会 前田　八洲子 北栄町老人クラブ連合会
若手委員会 伊藤　睦子 倉吉市老人クラブ連合会

企画委員会名簿

県老連
理事

◎ 岡森　　裕 八頭町老人クラブ連合会
森本　博美 鳥取市老人クラブ連合会
山口　博敬 倉吉市老人クラブ連合会
木村　定雄 米子市老人クラブ連合会

市町村
老連

◯ 杉原　俊雄 大山町老人クラブ連合会
中澤　博之 岩美町老人クラブ連合会
榎田　勝充 琴浦町高齢者クラブ連合会

女性委員会 亀山　孝子 米子市老人クラブ連合会
若手委員会 水野　　彰 湯梨浜町高齢者クラブ連合会

若手委員会名簿
委員長 水野　　彰 湯梨浜町高齢者クラブ連合会

副委員長 中山　則行 鳥取市老人クラブ連合会
池澤　数昭 鳥取市老人クラブ連合会
家納　博江 鳥取市老人クラブ連合会
葉狩　健一 智頭町老人クラブ連合会
伊藤　睦子 倉吉市老人クラブ連合会
穐山　女里 北栄町老人クラブ連合会
西坂　修明 米子市老人クラブ連合会
遠藤　恵子 境港市ことぶきクラブ連合会
播間　卓志 日吉津村老人クラブ連合会

公益社団法人鳥取県老人クラブ連合会役員名簿
会　長 岡森　　裕 八頭町老人クラブ連合会

副会長
木村　定雄 米子市老人クラブ連合会
山口　博敬 倉吉市老人クラブ連合会
森本　博美 鳥取市老人クラブ連合会

常務理事 松田　　繁 鳥取県社会福祉協議会

理　事

山根　正輝 鳥取市老人クラブ連合会
田栗　幸人 三朝町老人クラブ連合会
川口　昭一 境港市ことぶきクラブ連合会
清見　久夫 大山町老人クラブ連合会
佐竹　ふみ代 鳥取県老人クラブ連合会女性委員会
水野　　彰 鳥取県老人クラブ連合会若手委員会
田中　陽子 北栄町老人クラブ連合会

監　事
山本　賢二 若桜町老人クラブ連合会
桐林　正彦 前鳥取県代表監査委員

女性委員会名簿
委員長 佐竹　ふみ代 鳥取市老人クラブ連合会

副委員長 亀山　孝子 米子市老人クラブ連合会
副委員長 前田　八洲子 北栄町老人クラブ連合会

家納　博江 鳥取市老人クラブ連合会
山根　恵美子 鳥取市老人クラブ連合会
三島　玉恵 若桜町老人クラブ連合会
藤本　多津子 琴浦町高齢者クラブ連合会
渡辺　洋子 境港市ことぶきクラブ連合会
河崎　和子 大山町老人クラブ連合会
生田　安子 日野町老人クラブ連合会

役員・委員名簿

シルバー基金管理運営委員会名簿

県老連
理事

◎ 岡森　　裕 八頭町老人クラブ連合会
田栗　幸人 三朝町老人クラブ連合会
清見　久夫 大山町老人クラブ連合会

市町村
老連

◯ 宍戸　明男 倉吉市老人クラブ連合会
古谷　哲雄 智頭町老人クラブ連合会
妹尾　二三子 米子市老人クラブ連合会

女性委員会 山根　恵美子 鳥取市老人クラブ連合会
若手委員会 池澤　数昭 鳥取市老人クラブ連合会
金融機関 石上　初美 山陰合同銀行 湖山支店長

※◎：委員長　　○：副委員長
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私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

〈体験会〉

「とっとり方式認知症予防プログラム」をより多くの方に取り組んでいただくために
ホームページやLINE等で定期的に情報提供していきます。

「とっとり方式認知症予防プログラム」は、認知症予防を目的として、運動・座学・
知的活動の視点から構成された、地域に根ざした予防プログラムです。
令和７年度は、さらなる普及を図るため、モデル地区を設置し、地域に寄り添いな
がら段階的な広がりを目指してまいります。
また、関心のあるクラブや地域団体等には、随時体験会を実施しており、多くの方
にプログラムの効果や楽しさを実感していただける機会を設けています。
誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、認知症予防の取り組みにつ

いては、地域の皆さまに主体的にご参加いただけるよう、丁寧に普及を進めてまいります。

「とっとり方式認知症予防プログラム」は、１回２時間ですが、希望された団体
等に啓発として60分に短縮した簡易版を体験していただきます。初めての「運動」は、作業療法士さんの丁寧な誘導
で呼吸を意識しながらゆっくり行い、「知的活動」では、みんなで一緒に楽しみます。
体験された方からは、「頭や体を使って大変楽しかった」「家でもやってみたい」など多くの感想をいただいています。

モデル地区では、「座学」を5分「運動」を15分「知的活動」を40分、合わせて60分を体験版として、月1回4ヵ月間、作
業療法士と一緒に行います。
「座学」では、認知症について学びます。次 と々質問が出てみなさんの真剣さが伝わる時間です。「運動」は、脳に酸素
を届ける有酸素運動を中心に、「ちょっと難しくて、ちょっと間違えてしまう」頭と体を使った二重課題の運動が笑いを誘
います。「知的活動」は、４回ともみんなで楽しく行えるので、参加を心待ちにされている方も多くいらっしゃいます。

運　動 座学
または休憩 知的活動

【とっとり方式認知症予防プログラムとは】【とっとり方式認知症予防プログラムとは】

肩甲骨運動肩甲骨運動

座学：認知症とは…を学びます座学：認知症とは…を学びます 運動：片足立ち運動：片足立ち
知的活動：計算力課題知的活動：計算力課題
（チラシでお買い物）（チラシでお買い物）

近時記憶課題：有名人名前合わせ近時記憶課題：有名人名前合わせ

「とっとり方式認知症予防プログラム」普及啓発事業

〈モデル地区〉

＜ホームページやLINE等で定期的な情報提供＞

配信内容  「座学」、「運動」、「知的活動」を10分程度で行える資料　配信予定  年4回（6月、9月、１２月、3月）
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私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和７年度 今後の事業計画令和７年度令和７年度 今後の事業計画 今後の事業計画
鳥取県老人クラブリーダー育成研修会

健康づくり・介護予防活動研修会

【日　時】
8月26日（火）10：00～15：30

【会　場】
新日本海新聞社中部本社ホール

【日　時】
9月3日(水)13：30～

【会　場】
倉吉体育文化会館

　県老連の女性委員会と若手委員会が
企画・運営する研修会です。新規会員
がどうしたら増えるのか、より良いク
ラブになるために何をするのか等、事
例発表や情報交換を通して学びます。
また、防災すごろく「助け合ってご〜

（GO）！」を体験し防災についても学
びます。

　高齢者の健康づくりや介護予防の
向上に繋げていただくための研修会
です。本年度は、フレイル予防をテー
マにオーラルフレイルについても学
びます。
　研修会に参加して地域やクラブ活
動の健康づくりや介護予防活動にお
役立てください。
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私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和７年度 今後の事業計画令和７年度令和７年度 今後の事業計画 今後の事業計画

フレイル予防促進事業

男
ひと

と女
ひと

との料理教室

【日　時】
10月29日（水）　11：00～14：30

【会　場】
とっとり花回廊

　ウォーキングは心身機能の低下を防ぐ効果があ
り、継続的に行うことでフレイル予防や介護予防に
なり健康長寿につながります。また、仲間と楽しく
ウォーキングすることで効果が高まるとされていま
す。とっとり花回廊内に設けたポイントでフレイル
予防に関する体験やクイズを行いながらウォーキン
グを楽しみます。

【日時・会場】
（西部）11月11日（火）10：00～13：00／加茂公民館
（東部）11月12日（水）10：00～13：00／県立福祉人材研修センター
（中部）11月13日（木）10：00～13：00／上灘コミュニティーセンター（仮）

　高齢者の皆さんが性別に関係なく、気軽に参加できる料理教室
です。
　高栄養で、誰でも簡単に作れるレシピを学ぶことで、健康的な
食生活の実践につなげるとともに、自分のため、家族のために料
理をする楽しさや喜びを感じていただくことを目的としています。
　また、参加者同士の交流を通じて、仲間づくりや日常生活の活
力につながることも、この教室の大きな魅力です。

※研修会等は各委員会等で協議のうえ決定するため、日程・会場・内容等変わる場合があります。ご了承ください。※研修会等は各委員会等で協議のうえ決定するため、日程・会場・内容等変わる場合があります。ご了承ください。
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私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

鳥取県老人クラブ連合会鳥取県老人クラブ連合会
ホームページのご案内ホームページのご案内

鳥取県老人クラブ連合会鳥取県老人クラブ連合会
ＬＩＮＥ 公式アカウントＬＩＮＥ 公式アカウント

県老連の事業、スケジュールはホームページやラインでご確認いただけます!県老連の事業、スケジュールはホームページやラインでご確認いただけます!

http://www.fuumon1.sakura.ne.jp/

会員のアクティブ情報が盛りだくさん！
ホームページの更新やLINEでしか
見られない情報をお届けします。

友だち追加お願いします!
今すぐチェック 検索鳥取県老人クラブ連合会

ホームページホームページ
ＱＲコードＱＲコード
カメラで
QR コードを
読んでね➡

カメラで
QR コードを
読んでね➡

公式
アカウント
QRコード

令和７年度 今後の事業計画令和７年度令和７年度 今後の事業計画 今後の事業計画

※研修会等は各委員会等で協議のうえ決定するため、日程・会場・内容等変わる場合があります。ご了承ください。

地域支え合い研修会

【日　時】
11月26日（水）　13：30～

【会　場】
倉吉体育文化会館

　住み慣れた地域で安心して楽しく

暮らしていけるような地域づくりや

新たな地域の助け合い活動が広がる

ことを学びます。「多様な生活支援」

「多様な通いの場」を念頭に、共に

支え合う地域づくりについて考えて

みませんか。

STATION

Cafe
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月 日 県老ク連 日 全老連・中国四国ブロック

４

16 ニュースポーツ体験会（県民体育館）

17 ニュースポーツ体験会（倉吉体育文化会館）

18 ニュースポーツ体験会（米子産業体育館）

22 監事会、第 1 回正副会長会
（県立福祉人材研修センター　学習室） 24 〜 25 中国ブロック老連連絡協議会（岡山市）

５
12 第 1 回理事会、表彰審査会

（県立福祉人材研修センター　中研修室）

27 定時総会（新日本海新聞社中部本社）
第 2 回理事会（新日本海新聞社中部） 28 （全）理事会（全社協会議室）

6 17 第 3 回理事会（県立福祉人材研修センター）

７

8 スマホ教室（倉吉体育文化会館 小研修室 1） 10 ～ 11 中国・四国ブロック老人クラブ
リーダー研修会（島根県松江市）

16 スマホ教室（米子市文化ホール　イベントホール）

23 スマホ教室（県立福祉人材研修センター 中研修室） 30 都道府県・指定都市老連
事務局長会議

29 第 1 回シルバー基金管理運営委員会
（県立福祉人材研修センター　小研 2）

８
2 世代間交流イベント（エースパック未来中心）

26 鳥取県老人クラブリーダー育成研修会・情報交換会
（新日本海新聞社中部本社） 29 活動推進員セミナー

９
3 健康づくり・介護予防活動研修会

（新日本海新聞社中部本社） 15 〜 21 老人の日・老人週間　～ 21 日

11 県民総合福祉大会（とりぎん文化会館） 20 全国一斉「社会奉仕の日」

10
15 第 2 回シルバー基金管理運営委員会

（県立福祉人材研修センター） 18 〜 21 第 37 回全国健康福祉祭ぎふ大会（岐阜
県岐阜市　岐阜メモリアルセンター）

29 フレイル予防促進事業（とっとり花回廊）

11

9 笑みの花咲くねんりんフェスタ（県民体育館） 5 ～ 6 第 54 回全国老人クラブ大会
（茨城県水戸市　水戸市民会館）

11 男 ( ひと ) と女 ( ひと ) との料理教室（加茂公民館）

12 男 ( ひと ) と女 ( ひと ) との料理教室
（県立福祉人材研修センター）

13 男 ( ひと ) と女 ( ひと ) との料理教室
（上灘コミュニティーセンター）

26 地域支え合い研修会（倉吉体育文化会館） 1 ～ 2 高齢者の健康づくり・生活支援
セミナー

▼ 令和 8 年 ▼

２
13 正副会長会（県立福祉人材研修センター） 4 ～ 5 都道府県・指定都市老連代表

者会議

27 理事会（県立福祉人材研修センター）

３ 17 臨時総会（倉吉体育文化会館　中研修室） 12

令和７年度行事予定表

　※上記年間計画は日程、会場等変更する場合があります。
　※第55回全国老人クラブ大会は、令和8年11月26日～27日に鳥取県で開催予定。
　※第38回全国健康福祉祭は、令和8年11月7日～10日にさいたま県で開催予定。
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令
和
7
年
度
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
で
楽
し
く
交
流

広
報
委
員
長
　
川
口
　
昭
一

広
報
委
員
長
　
川
口
　
昭
一

広
報
委
員
　
𠮷
田
　
康
博

広
報
委
員
　
𠮷
田
　
康
博

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

中
で
も
人
気
の
高
い「
ラ

ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
」を
、
公
式

距
離
で
あ
る
7
・
5
メ
ー

ト
ル
で
体
験
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
県
内
の
各
ク
ラ

7
月
10
日
か
ら
11
日
の

2
日
間
、
松
江
市
の
島
根

県
民
会
館
に
お
い
て
「
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
、
鳥
取
県
か

ら
は
30
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
で
は
、
次
の
3

ブ
に
参
加
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
東
部
62
人
、
中

部
63
人
、
西
部
67
人
の
計

１
９
２
人
の
参
加
申
し
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、4
月
16
日
・

17
日
・
18
日
の
3
日
間
に

わ
た
り
、
各
地
区
の
会
場

で
ミ
ニ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

私
も
西
部
地
区
に
参
加

を
し
ま
し
た
が
、
公
式
距

離
で
は
、
距
離
感
が
難
し

く
ラ
ダ
ー
に
か
か
っ
た
の

は
、
２
つ
だ
け
で
し
た
。

で
も
、一
緒
に
練
習
し
た

女
性
の
方
は
何
個
も
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

準
決
勝
に
な
る
と
チ
ー
ム

関
係
な
く
応
援
の
声
が
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
優

勝
は「
日
吉
津
フ
レ
イ
ル

チ
ー
ム
」で
し
た
。
代
表

の
松
浦
さ
ん
は
、「
若
い

人
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

中
国
・
四
国
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

中
国・四
国
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー�

�

研
修
会
に
参
加
し
て

こ
れ
か
ら
も
若
者
に
頑

張
っ
て
も
ら
い
ま
す
」と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
互
い
の
健

闘
を
讃
え
合
い
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康

維
持
を
誓
い
ま
し
た
。
最

後
の「
パ
ン
釣
り
」で
、
お

好
み
の
パ
ン
を
ゲ
ッ
ト
し

て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

◆
事
業
報
告

つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
3
名
に
よ
る
事

例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

•�

「
健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防

活
動
」

•�

「
地
域
に
お
け
る
支
え

合
い
と
生
活
支
援
活
動
」

•�

「
会
員
増
強
の
取
り
組

み
と
後
継
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
」

ま
た
、
初
日
の

夜
に
は
交
流
会

が
開
催
さ
れ
、
島

根
県
の
郷
土
芸

能
で
あ
る
「
安
来

節
」
や
「
ど
じ
ょ

う
す
く
い
」「
銭

太
鼓
」
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上

が
り
、
楽
し
い
交

流
会
で
し
た
。

2
日
目
に
は
、

今
秋
よ
り
放
送
予
定
の

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説

『
ば
け
ば
け
』
の
モ
デ
ル

で
あ
る
小
泉
八
雲
と
セ
ツ

の
ひ
孫
、
小
泉
凡
氏
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
泉
八
雲
に
ま
つ
わ
る
興

味
深
い
お
話
に
、
参
加
者

一
同
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
を
通
じ

て
、
各
県
の
リ
ー
ダ
ー
同

士
の
交
流
が
さ
ら
に
深
ま

り
、
大
変
実
り
多
い
2
日

間
と
な
り
ま
し
た
。

事例発表：伯耆町老連　光木会長事例発表：伯耆町老連　光木会長

講演：小泉八雲記念館　館長　小泉　凡　氏講演：小泉八雲記念館　館長　小泉　凡　氏
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岩
美
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
中
澤
　
博
之

世
代
間
交
流
で
英
気
を
養
う

世
代
間
交
流
で
英
気
を
養
う

岩美町
岩
美
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、新
た
に
世

代
間
交
流
お
よ

び
地
域
間
交
流

に
重
点
を
お
き
、

活
動
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

世
代
間
交
流
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
敷
居
が
高

い
と
言
わ
れ
て
い
る
学
校

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
小
学
校

の
空
き
教
室
を
役
員
会
議

な
ど
に
利
用
し
、
こ
の
度

岩
井
白
寿
会
が
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

会
議
当
日
は
、
授
業
参

観
を
行
い
、
そ
の
後
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
で
全
学
年
の
児

童
と
給
食
を
介
し
交
流
を

図
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
他
の
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
空

き
教
室
を
利
用
し
、
時
に

は
児
童
と
ス
ポ
ー
ツ
体
験

を
行
う
な
ど
、
よ
り
一
層

世
代
間
交
流
が
深
ま
れ
ば
、

孤
立
の
防
止
、
認
知
予
防

等
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
秋
に
は
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
と
高
校
生
、
小

学
生
が
一
緒
に
植
樹
を
行

う
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
に

貢
献
で
き
る
組
織
で
あ
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
た
び
の
活

動
は
、
町
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
撮
影
依
頼
し
収
録

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

活 動 報 告市町村老連

学習参観学習参観ランチルーム会食ランチルーム会食

役員会議役員会議



私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています
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■「わかとりクラブ鳥取」この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております

スポンサーへのお礼
　この会報、「わかとりクラブ
鳥取」は、スポンサーのご協
力により発行されています。
　高齢者の活動に温かいご
支援をいただき、深く感謝し
ています。どうか今後ともよ
ろしくお願い申し上げます。
鳥取県老人クラブ連合会

スポンサーへのお礼
　この会報、「わかとりクラブ
鳥取」は、スポンサーのご協
力により発行されています。
　高齢者の活動に温かいご
支援をいただき、深く感謝し
ています。どうか今後ともよ
ろしくお願い申し上げます。
鳥取県老人クラブ連合会

編
集
後
記

編
集
後
記

　

年
々
、
季
節
の
巡
り
が
早
く

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
足
早
に
や
っ
て
き
た
夏
―

ま
ず
は
何
よ
り
、
熱
中
症
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
余

韻
が
、
い
ま
だ
あ
ち
こ
ち
で
語
ら

れ
、
聞
か
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
「
老
人
力
」

を
垣
間
見
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
春
、
県
立
美
術
館
が
開
館

し
、
先
日
訪
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

多
彩
な
芸
術
に
ふ
れ
る
中
で
、
郷

土
に
は
、
こ
ん
な
に
も
素
晴
ら
し

い
お
宝
が
残
さ
れ
、
そ
し
て
現
代

へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
だ

と
、
あ
ら
た
め
て
実
感
い
た
し
ま

し
た
。
い
ま
と
い
う
「
中
間
点
」

に
生
き
る
私
た
ち
こ
そ
、
そ
の
価

値
を
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
ね
。

　

今
年
も
、
多
彩
な
行
事
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。「
参
加
し
て
、

見
て
、
聞
い
て
、
や
っ
て
み
る
」

―
―
そ
ん
な
日
々
が
、
宝
さ
が

し
の
よ
う
な
豊
か
さ
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

仲
間
と
と
も
に
、
ま
ず
は
一
歩
、

踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

（
広
報
委
員　

前
田　

八
洲
子
）

　高齢者の皆さんが日頃培ってきた知識や技、趣味を発表・共

有することで、喜びや達成感を得られる場として開催されます。

　仲間との交流や地域の人々とのふれあいを通じて、社会との

つながりを感じ、生きがいや心の充実を育むことを目的として

います。

　また、世代を超えた交流によって、高齢者の持つ豊かな経験

を次世代へと伝える機会にもなり、地域全体の活性化にもつな

がることを願っています。

笑みの花咲く笑みの花咲く
ねんりんフェスタねんりんフェスタ

【日　時】 11月9日（日）9：00～16：00（仮）
【会　場】 県民体育館
【内　容】 郷土芸能、いきいきシニア活動発表ステージ
　　　　 市町村老人クラブ連合会の活動紹介ブース
　　　　 ニュースポーツ、eスポーツ体験コーナーなどご家族やご友人と
　　　　 楽しめるコンテンツが盛りだくさんです。

2版


